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Practice for Developing a Curriculum which Reflect the Quality Required
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― Thinking about Competencies which First Year Students should Learn ―












































































































































































































































11:50～12:40 ランチ（マナー） 11:50～12:50 ゼミナール交流会
白幡ゼミナール・鈴木ゼミナール 岡田ゼミナール：篠脇山荘
Dalrymple ゼミナール：和歌文学館ラウンジ
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めていく「あそびすと養成講座」となっている。ま
た、これらの活動後に、他の活動同様、振り返りシー
トを書き、自分たちの活動を見直し、課題を見つけ
られるようにしている。
（ 5）自分たちの成果発表の場－たのしみん祭わく
わくあそびむら
2016年度は、「紙で遊ぼう」のテーマの下、折り
紙でスイミーをたくさん作り、50周年を形にするも
のや、紙と科学のコラボとしての「紙コップを使っ
たぐるぐるヘビさん」、紙と科学のコラボ、紙と空
気で楽しめる紙コップお化け、「あそびすと養成講
座」で作成したコマ・飛行機を実際に子どもたちと
楽しむなど、学生たちがワークショップを生かしな
がら、子どもとやりたいことを出し合って、それぞ
れのブースを実施した。子どもたちが理解しやすい
ように、作り方の手順のポスターを作り、実際に一
緒にやる際には、やさしく丁寧にやりとりをし、一
緒に遊ぶ楽しさと指導する充実感を体験していた。
あそびすとの第一歩を踏み出す活動である。こちら
も、終了後に、振り返りシートを書いて、達成した
こと、今後の課題を一人ずつ見つめるようになって
いる。
（ 6）今後の課題
昨今、入学してくる学生たち自身が、あそびも含
め様々な体験が少ないことが多い。彼らが、自分た
ちもあそびを発見し、創造する力を身につけ、その
ような体験を子どもたちにも提供できる保育者に育
てることが私たちの使命である。ついつい、私たち
教員自身がこのカリキュラムの中に固まってしまい
がちであるので、昨年度から始めた上記の活動を発
展させながら、学生たちの創造力を引き出し、広げ、
深めていけるようにさらに考えていく必要があると
考えている。また、ここで学んだことを、柔軟に応
用ができ、あそびの引き出しを広げていけるように
していけるように学生たちを導いていくことも課題
である。
（Dalrymple）
７．おわりに
本報告は、2017年度の「基礎ゼミナール」の進行
途中の現状報告と、それぞれの実施した活動により
打ち出された課題をまとめるに留まらざるを得ない。
後半期の本ゼミナール活動では、学生達の体験中
心の活動から、言語化してレポートにまとめて可視
化していく活動に中心を移していく。この過程で
「書く力」の講座で基礎として学んだ文章構成力と
基本の文章作成法が駆使されるよう導く必要があ
ろう。
基礎として学んだことを経験だけで終始させない
ことが大切である。つまり、すべての学びにおいて
活用できるようになるまで繰り返し指導することに
より、幼児教育・保育者としての基礎的な能力が身
につくのである。
（白幡）
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